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はじめに 

 
 

１ モニタリングの目的 

 国土審議会北海道開発分科会計画推進部会において、「地球環境時代を先導する新たな北海

道総合開発計画」（平成 20 年７月閣議決定。以下「第７期計画」という。）の中間点検を平成

24 年度に行い、第７期計画の主要施策の進捗状況、戦略的目標の達成状況と課題、第７期計画

策定後の北海道開発をめぐる状況の変化と課題及びこれらを踏まえた今後の第７期計画の推

進方策を中間点検報告書として取りまとめた。 

 この中間点検報告書の、『施策の効果的な推進への取組』の「施策の進捗状況の把握」にお

いて、中間点検の結果や今後の社会経済情勢の変化を踏まえ、引き続き主要施策の進捗状況の

把握を進めるとともに、計画推進上の課題を明らかにするなど、計画のフォローアップを的確

に実施し、計画を効果的に推進していくことが必要とされている。 

 このため、今年度から施策の進捗状況を把握するための各種統計情報等によるモニタリング

指標の検討や実感を把握するための意識調査を行い、その結果をとりまとめることとした。 

 本報告書は、その結果をまとめたものである。 

 

２ 戦略的目標及び主要施策のモニタリング指標の設定 

 第７期計画と中間点検の内容に基づき、サブ施策毎に指標を設定してモニタリングを行う。 

 

戦略的目標 主要施策 サブ施策 
  

１.アジアに輝く北の拠点 

～開かれた競争力ある

北海道の実現 

１.グローバルな競争力ある自立的安

定経済の実現 

１.食料供給力の強化と食にかかわる産

業の高付加価値化・競争力強化 
 

１ 指標 

２.国際競争力の高い魅力ある観光地

づくりに向けた観光の振興 
２ 指標 

３.東アジアと共に成長する産業群の形

成 
３ 指標 

２.森と水の豊かな北の

大地～持続可能で美し

い北海道の実現 

２.地域環境時代を先導し自然と共生

する持続可能な地域社会の形成 
・・・・・・・・ 

 
・・・・・・・・・・ 

３.地域力ある北の広域

分散型社会～多様で個

性ある地域から成る北

海道の実現 

３.魅力と活力ある北国の地域づくり・

まちづくり 
・・・・・・・・ 

  

３つの戦略的目標を達

成するための横断的主

要施策 

４.内外の交流を支えるネットワークと

モビリティの向上 
・・・・・・・・ 

  

５.安全・安心な国土づくり ・・・・・・・・ 
  

 

 モニタリングのための指標の設定は、以下の観点から総合的に判断する。  

ⅰ アウトカム性：目標の成果をモニタリングするにあたっての適切性 

ⅱ データ収集性：関係主体への指針性向上という観点からの収集容易性 

ⅲ 継続性：公的機関が公表している統計等で、毎年更新される指標の活用 

 

３ 戦略的目標及び主要施策の進捗状況に関する意識調査によるモニタリング 

 戦略的目標及び主要施策の実現に対して北海道民がどのように実感しているか、また、それ

を実現する上での課題を把握することを目的として、北海道内の首長及び経済団体（原則とし
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て、（総合）振興局内の局所在地首長、管内町村会会長、局所在地商工会議所会頭等、管内商

工会連合会会長）にヒアリングを行った。（平成 25 年 11 月 22 日～平成 26年２月 28日、市町

村長 25 名、商工会議所会頭等 23 名、実施者：開発政策分析官、北海道開発局開発建設部長） 

 

４ モニタリング結果の記述方針 

1)モニタリング指標については原則として平成 24年度の指標を用い、前年度の比較や傾向 

を示す記述とする。 

2)意識調査によるモニタリングは、以下の方針で記述している。 

・肯定的な回答（評価５、４）が半数に達していれば「実感が高い」 

・肯定的な回答（評価５、４）が 1割程度以下であれば「実感が特に低い」 

・その他は「変化の実感が高いとはいえない」 

3)上記モニタリングを補完するために、トピックスとして施策に関係した先導的または特徴

的な取組などを記載する。  
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戦略的目標１ アジアに輝く北の拠点～開かれた競争力ある北海道の実現 
主要施策１ グローバルな競争力ある自立的安定経済の実現 

モニタリング結果の概要 

 

・北海道においては、農業法人数が増加するなど大規模農業経営化が進展している。平成 24

年度の農業産出額は約１兆 536 億円であり、天候の影響などもあるが１兆円程度を維持してい

る。また、漁場開発は進んでいるが、海面漁業・養殖業の生産量は 1,275 千 t で減少傾向にあ

り、生産額は２千 578 億円で近年は横這い状況となっている。平成 23 年度概算値の食料自給

率（カロリーベース）は 191％、食用魚介類自給率は 366％で、我が国の安定的な食料供給に

大きく貢献している。 

・北海道の食品工業(食料品製造業＋飲料・たばこ・飼料製造業)における平成 24 年度の付加

価値率は 27.8％であり、前年度より 1.6％低下している。全国の付加価値率は 33.6％であり、

北海道は依然として全国より低い状況が続いている。 

 

 

 

・北海道における工場立地数は平成 24年に 75 件（電気業を除くと 27件）で前年比 48 件の増

となっている。北海道の製造品出荷額は６兆 1,394 億円で前年より 873 億円増加している。輸

出額は前年 4.7％増の 3,848 億円であり、そのうち、輸送用機器が前年 34.9％増の 1,060 億円

となっている。 

 

 
 

・北海道におけるバイオ企業の売上高は前年 2.0％増の 512 億円となっており、従業員数も増

加している。IT 企業の平成 24 年度売上高は４年振りに前年度 3.1％増の 3,909 億円と増加に
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転じ、従業員数も増加している。 

・北海道における木材・木製品製造業の平成 24年度の出荷額は 1,397 億円、前年度 105.3 億

円減であるが、従業員数は増加している。付加価値率は 31.0％であり、前年から大幅に 6.6％

減少している。  

 

 
 

・訪日外国人観光客数は、平成 22 年に 861 万人と過去最多を記録した後、平成 23 年は東日本

大震災等の影響で 622 万人と大きく落ち込んだが、平成 24 年は 836 万人にまで持ち直してい

る。北海道も、同様の経年推移で、平成 22 年度に最多の 74 万人を記録したが、平成 23 年度

は 57万人と大きく落ち込み、平成 24 年度は増加に転じ 79 万人と最多を更新している。 

 

 
 

・主な宿泊地が北海道の訪日外国人一人一泊当たり旅行消費単価は、平成 24 年は、17,662 円/

人泊で前年の 15,553 円/人泊より 14％増となっている。 
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